
読売新聞 ＆ 早稲田大学
プロフェッショナルズ・ワークショップ 2020

テーマの概要
政治・経済から街角の話題まで、ふだん、皆さんは、多くのニュースを「消費」しています。

新聞社は、ニュースを記事という商品に「生産」するのが仕事です。ですが、何もないところからニュースをつくるこ

とはできません。取材という素材を仕⼊れる過程や、素材を加⼯する確かな腕など、つまり「⽬利き」が物⾔う職

人技が必要になってきます。わかりにくいことをわかりやすく、日常に埋もれている、あるいは鮮度の高い素材を仕

入れ、記事として加工する、そんな新聞制作のノウハウを体験してみませんか。

ＳＮＳに載っていることばかりが情報ではありません。読者の「気づき」を何よりも大事にする、そうした視点を

体得することができれば、より賢くニュースを消費できます。

「何がニュースなのか」「どれを載せるか」。本ワークショップでは、チームの議論を通してテーマを設定し、実際に

現場を取材、記事を書き、紙⾯の⾒出しやレイアウトも考えます。日常生活でのちょっとした気づきや疑問、

「当たり前」と思っていることを掘り下げて、新聞と同じスタイルで問題提起するのが、最終目標です。

社員（プロフェッショナルズ）から進める手順について基本的なレクチャーは⾏いますが、基本的には学⽣⾃

⾝が議論を通して進めることを前提にしています。

読売新聞社とは
読売新聞社は、世界最⼤部数の⽇刊紙を発⾏する、⽇本有数の報道・⾔論機関です。全国に取材網

を張りめぐらし、海外にも多数の取材拠点を置いています。⼤学⽣をはじめ若者の社会的関⼼を醸成し、未

来を担うジャーナリストの育成を目指して、昨年度に続いて本ワークショップを実施するものです。

プロフェッショナルズ・ワークショップとは
企業が提示した課題について、早稲田大学の学生がチームを組んで、課題解決に取り組みます。本ワーク

ショップでは、プロフェッショナルズの指導、監修のもと、課題抽出・分析・グループワークなどを通じて具体的提案

を導き出し、最終報告では新聞スタイルで発表を⾏います。通常の就業体験インターンシップとは異なる、実践

型の社会連携教育プログラムです。

あなたの「?（ハテナ）」が試される
〜テーマ設定から取材、紙面作成まで〜



募集概要

募集期間 2020 年 10 月 9日（⾦）17:00〜10 月 22 日（木）17:00 [期間厳守]

募集対象 早稲⽥⼤学に所属する正規学部⽣・⼤学院⽣（修⼠課程）（学部、専攻、学年問わず）

応募条件 原則として全ての日程への参加が可能なこと

募集人数 10名程度

応募/選

考方法

以下の手順もしくは右の QR コードのリンク先から申請してください

① MyWaseda にログイン

② お知らせ一覧から「プロフェッショナルズ・ワークショップ 2020 秋冬編」を検索

③ 「プロフェッショナルズ・ワークショップ 2020 秋冬編応募フォーム」から「申請」をクリック

④ 必要事項（志望理由、⾯接選考希望⽇程など）を⼊⼒して申請

※事前説明会（対面・オンライン併用）を実施します（参加方法等、詳細は配信メール中に記載）

10月 14日（水）16:30〜17:20、10 月 20 日（火）12:10〜13:00

選考方法

① 書類選考：志望理由などをもとに選考します

書類選考通過者には、面接日時を 10 月 27 日（火）17:00 までにWaseda メールにて通知します

② オンライン面接選考：10月 29⽇（⽊）〜11 月４日（水）12：15〜12：55

面接内容をもとに総合的に選考します

面接選考の結果は、11月 6⽇（⾦）17:00 までにWaseda メールにて通知します

注意事項

① 当ワークショップは⼀般授業とは扱いが異なります。成績評価・単位認定等はありません。

② 当ワークショップは原則として対面で活動します。主に早稲⽥⼤学早稲⽥キャンパスにて⾏いますが、新

型コロナの感染状況をみながら、読売新聞東京本社（千代田区大手町１-７-１）など学外においても

実施する場合があります。その場合は、事前に案内ならびに注意事項の説明を⾏います。

③ 新型コロナの感染状況を鑑みて、「Zoom」等を使用してオンラインで活動する場合があります。オンラインで

活動に参加するにあたっては「公共の場所では参加しない」「ヘッドセットなどを装着する」など、第三者に実

習内容を知られることがないよう措置を講じてください。

④ 早稲⽥⼤学の学⽣補償制度（損害補償・賠償責任補償）に加⼊いただきますが、新型コロナウィルスは

補償の対象外となります。

⑤ 参加にかかる費用（オンラインでグループワークやインタビューを実施する際に必要な端末の購入費、通信

費、対面で実施する際の交通費、食事代等）は、参加者による自己負担です。

⑥ 募集要項に記載されている⽇程は、ワークショップの進捗状況に応じて変更する可能性があります。また、

募集要項に記載されている日程以外にも、自主的にミーティングやグループワークを実施する機会が多くなり

ますので、スケジュール管理はくれぐれも注意してください。

⑦ 新型コロナウィルスの感染状況により、やむなくプログラムを途中で終了する場合があります。

⑧ ワークショップ実施日と重複する科目等を欠席した場合、公欠扱いとはなりません。

⑨ このプログラムは、グローバルエデュケーションセンター実践型教育プログラム「地域連携実践コース」の対象

プログラムです。

⑩ 選考結果に関する問い合わせにはお答えいたしかねます。あらかじめご了承ください。

問合せ先

教務部教育連携課（プロフェッショナルズ・ワークショップ担当）

メールアドレス：propro@list.waseda.jp

※問い合わせの際には、件名のほか所属学部／研究科、学年、⽒名を必ずメール本⽂に記載ください



ワークショップスケジュール（予定）

日程 内容

1１月

第１回
11月 10日（火）

18:15〜19:45
オリエンテーション、取材の進め方

第２回
11月 17日（火）

18:15〜19:45
取材構想、グループワーク

第 3回
11月 24日（火）

18:15〜19:45
取材構想、グループワーク

1２月

第４回
12月 1日（火）

18:15〜19:45
取材準備、グループワーク

第５回
12月 8日（火）

18:15〜19:45
取材報告、グループワーク

第６回
12月 15日（火）

18:15〜19:45
記事の書き方、グループワーク

第７回
12月 22日（火）

18:15〜19:45
記事作成

1月

第８回
1月 12日（火）

18:15〜19:45
記事完成

第９回
1月 19日（火）

18:15〜19:45
紙面制作、発表、振り返り

※各回の実施時間について、⾃主ワークとして時間を延⻑して実施いただく可能性があります。

※上記日程以外にも、取材等で自主的に活動する時間があります。

※全てのワークショップ終了後、⾃⼰分析シートならびにワークショップに関するアンケートを回答いただきます。


